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新潟県内金融機関の事業者支援活動に関するアンケート結果 

 

 

 新潟財務事務所では、新潟県内に本店が所在する銀行、信用金庫、信用組合を

対象として、日々、営業活動を行っている職員向けに任意アンケートを実施しま

した。 

 各金融機関及び職員方のご協力を賜り、アンケートは 737 件（銀行 45 件、信

用金庫 335 件、信用組合 357 件）が寄せられました。集計結果を以下のとおり取

りまとめましたので公表します。 

 各表は、質問事項ごとに左表は全業態合計、右表は業態別（上段が銀行、中段

が信用金庫、下段が信用組合）としてグラフ表示をしております。 

 

 

〇集計結果  
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Q1 金融機関の経営理念・

方針を踏まえた営業活

動が行われているか

５.経営理念・方

針に沿った活動

ができている。 

 

４.おおむね経営

理念・方針に沿

った活動ができ

ている。 

 

３.どちらともい

えない。 

 

２.行われていな

い部分の方が多

いと感じる。 

 

１.行われていな

いと感じる。 
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124
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52
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Q3 取引先とのリレーショ

ン向上や、事業支援活

動に向けたマンパワー

は十分か
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Q2 取引先との対話や支

援活動を通じて、達成

感は得られているか

５．大いに達成感

を感じている。 

 

４．どちらかとい

えば達成感を感

じることが多

い。 

 

３．どちらともい

えない。 

 

２．たまに感じる

こともあるが、

どちらかといえ

ば感じないこと

が多い。 

 

１．達成感は感じ

ない。 
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５．十分に足りてお

り、特に心配はな

い。 

 

４．今のところは足

りているが、今後

は不足する心配が

ある。 

 

３．不足している

が、今後は解消す

ることが見込まれ

る。 

 

２．不足している。 

 

１．意識したことが

ない。 



p. 3 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19

310

136

245

25

1
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5

Q4 事業者支援等の対応先は

どのように決まっているか

5．事業支援先は自

ら進んで名乗り出

て、担当する先が

決められている。

4．事業支援先の

経営状況に応じて、

担当する者が決め

られている。

3．事業支援先は上

席者（支店長、代

理など）が担当し

ている。

2．事業支援先が所

在するエリアを担

当しているため、

対応している。

1．事業支援に取り

組んでいる先を担

当していない。
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Q5 取引先とは、事業支援や

業務見直しなどに向けた対

話ができているか

５．十分に対話が

できており、事

業支援に取り組

んでいる。

４．対話が出来つ

つあり、今後の

事業支援につな

がることが期待

できる。

３．対話はしてい

るが、相手方の

反応が鈍い。

２．対話はしてい

るが、内容は金

融機関との取引

に関する話題に

限定されている。

１．対話はしてい

ない。
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44

18

334

243

95

1
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Q6 取引先との対話や事業者支

援により、取引先との情報の

非対称性は解消されたか

５．継続的な対話を

通じて、ギャップ

は解消されている。

４．対話を継続して

おり、ギャップが

解消されるメドが

ついている。

３．対話によりギャ

ップがある部分は

特定しているが、

解消には至ってい

ない。

２．解消に向けた取

組みはしていない。

１．確認していない。
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Q7 事業者支援を開始し

た取引先の経営状況

5．黒字を維持して

いたが、内包す

る経営課題に取

り組むこととし

た。

4．単年度赤字に陥

り、支援に取り

組むこととした。

3．赤字が連続して

おり、支援に取

り組むこととし

た。

2．繰越欠損金に陥

り、支援に取り

組むこととした。

1．債務超過に陥り、

支援に取り組む

こととした。

11
1

20
4
9

1
2
3
4
5 銀行

50

27

166

37

53

1

2

3

4

5
信用金庫

42

10

159

80

59

1

2

3

4

5
信用組合



p. 5 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16

98

259

168
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Q8 事業者支援等で得られた

スキルや経験の蓄積ができ

ているか

５．全店横断的な蓄

積の取組みにより、

自身のスキルや経

験の蓄積が進んで

いる。

４．全店横断的な蓄

積の取組みがある

ものの、あまり進

捗していない。

３．個人的な範囲で

の蓄積に努めている。

２．意識はしている

ものの、蓄積のた

めに行動できてい

ない。

１．蓄積できていな

い。
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Q9 コロナ禍をキッカケとし

て、日々の営業活動に変化

があったか

５．コロナ禍をき

っかけとして、自

発的かつ組織的に

大きな変化が生じ

ている。

４．組織的に変化

に取り組む方針と

しているが、細か

い変化にとどまっ

ている。

３．営業活動に変

化はあるが、自発

的な取り組みにと

どまっている。

２．意識はしてい

るものの、実際の

活動にはあらわれ

ていない。

１．特に変化はな

い。
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248

280
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Q10 事業者支援の取組みがマ

ンネリ化していないか

５．マンネリを回

避するため、意識

的に改善を図るな

ど取組みを行い上

手く対応。

４．マンネリに陥

ることなく、精力

的に支援の取り組

みが行えている。

３．マンネリ解消

に向けた意識改革

等に取り組んでい

るが、成果が出て

いない。

２．取組みに対す

るマンネリを感じ

るが、そのまま活

動を続けている。

１．取組みがマン

ネリ化して、活動

が停滞している。
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245
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Q11 取引先との対話や事業支

援対策のため、必要な時間

は確保できているか

５．最優先事項とし

て時間を確保して対

応ができている。

４．組織内で時間の

確保に向けた取組み

が進んでおり、今後

に期待できる。

３．組織内で時間の

確保に向けて動きは

あるが、時間の確保

には限界を感じてい

る。

２．自ら業務を調整

して時間の確保に取

組んでいるが、芳し

くない。

１．時間を確保する

余裕はない。

0
10

24
8

3

1
2
3
4
5

銀行

14
80

138
89

13

1
2
3
4
5 信用金庫

19
87

83
114

52

1
2
3
4
5

信用組合



p. 7 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

110

239

239

136

1

2

3

4

5

Q12 取引先との対話や事業

支援の活動内容は、組織内

で共有されているか

５．支店と本部で

の情報共有など重

層的な管理ができ

ている。

４．支店や本部で

の情報共有など重

層的な管理が進み

つつある。

３．支店や本部で

共有しているが、

共有した情報の活

用には課題を感じ

ている。

２．形式的な共有

にとどまっている

と感じる。

１．共有されてい

ない。
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Q13 取引先や事業支援先と

は、改善の方向性やロード

マップが共有されているか

5．改善の方向性に

関する対話を通じ

て、ロードマップ

を共有。

4．改善の方向性に

関する対話を通じ

て、ロードマップ

の共有にメドがつ

いている。

3．改善の方向性に

ついて話し合って

いるが、認識にズ

レが生じている。

2．改善の方向性に

ついて話し合う必

要を感じているが、

実際の行動はして

いない。

1．改善の方向性を

共有する必要性を感

じない。
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136
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Q15 取引先に対する支援

活動として注力してい

る取組みはどれか

29

69

213

368
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1
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5

Q14 コロナ禍を経て、取引先

や事業支援先とのリレー

ションは向上しているか

5．コロナ禍を経

て、強固なリレ

ーションを構築。

4．距離感が縮ま

り、リレーショ

ンの向上に期待

が持てる。

3．距離感は縮ま

りつつあるが、

リレーションの

向上には至って

いない。

2．距離感を縮め

たいと思ってい

るが、実際には

できていない。

1．距離感に変

化はない。
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信用組合

5．事業再構築や 

事業承継を見据 

えた、事業継続 

性の向上。  

  

4．マッチングな 

どトップライン 

支援。 

 

3．財務リストラ 

やキャッシュフ 

ロー見直しなど 

の財務改善。 

    

2．取引先の実態 

把握・評価。 

 

1．資金繰り（条 

件変更含）。  
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210
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1
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Q16 中小企業支援機関や

外部専門家の活用のタ

イミングは適切か

5．中小企業支援機
関等の活用にあた
り、正常な状況か
ら前広く活用。

4．中小企業支援機
関等の活用にあた
り、悪化の兆候把
握で活用。

3．中小企業支援機
関等の活用は、タ
イミングがやや遅
れる傾向。

2．中小企業支援機
関等の活用のタイ
ミングが遅れて、
施しようがなかっ
た。

1．中小企業支援機
関等の活用をした
ことがない。
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Q17 事業支援を最優先と

した営業活動が行われ

ているか
5．事業支援を最優

先とした活動が出

来ている。 

 

4．事業支援を優先

した活動に移行し

つつある。 

 

3．事業支援を優先

した活動を意識し

ているが、変化に

躊躇して取組めて

いない。 

 

2．事業支援の活動

を優先しつつある

が、どちらかとい

えば取引開拓が優

先される。 

 

1．これまでどおり

取引開拓が最優

先。 
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Q19 取引先のチャレンジを尊重

するような風土が組織内にある

か
5．取引先と伴走して

金融機関側もチャレ

ンジに取り組んでい

る。 

 

4．チャレンジを尊重

しているが、金融機

関は静観。 

 

3．取引先の決定に責

任を転嫁し判断。 

 

2．どちらかといえ

ば、チャレンジより

も過去の成功例など

が尊重される傾向。 

 

1．取引先のチャレン

ジを尊重せずに、金

融機関側の判断を優

先。 
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Q18 取引先との対話や事業支援

活動に対して、組織内で正当に

評価されているか

5．対話や事業支援の

活動内容に対して、

正当な評価がされて

いると感じる。 

 

4．対話や事業支援の

活動内容に対して、

正当な評価がされつ

つある。 

 

3．対話や事業支援の

活動が評価されてい

るが、不充分と感じ

る。 

    

2．対話や事業支援の

活動よりは、取引獲

得などの成果が評価

される傾向。 

 

1．評価されていると

は感じない。  
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Q20 事業支援において、金融機

関から取引先に対し積極的な働

きかけができているか

11
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316
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1
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5

Q21 取引先と接点を持った際の

折衝状況などの情報は蓄積され

ているか

5．様々な情報を網羅

して、将来展望や事

業の方向性を踏まえ

た蓄積をおこなって

いる。

4．把握した商流等や、

業界の見通しなど、

随時得られた情報を

蓄積している。

3．資金繰り状況など、

足許の動向を含めた

蓄積となっている。

2．融資見込情報を中

心とした蓄積となっ

ている。

1．情報の蓄積ができ

ていない。
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1
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5．積極的な働きかけに

より、取引先の改善意

識が醸成されて改善に

取組んでいる。 

 

4．積極的な働きかけは

しているが、取引先の

改善意識の醸成に至っ

ていない。 

 

3．積極的な働きかけが

できるようになりつつ

ある。 

 

2．意識はしているが、

積極的な働きかけはで

きていない。 

 

1．積極的な働きかけを

意識したことはない。 
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Q22 事業計画策定など支援策実

施後の評価や見直しは行って

いるか
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Q23 事業支援の対応に向けて、

組織内で十分なサポートが受け

られるか

5．組織内で適宜適切

に連携して活動する

など、充実したサポ

ートが受けられる。

4．定期的報告等のサ

ポートに加え、臨機

応変に相談できる部

門がある。

3．定期報告等に対す

るサポートがある。

（今後の対応方針等

に対する指示相談

等）

2．定期報告等に対す

るサポートがある。

（計数等の形式的な

確認中心）

1．サポートはない。

5．分析結果を顧客に

還元して課題を共有

し、今後の方策など

対話を重ねている。 

 

4．組織内で対応方針

等の見直しを行って

いるものの、取引先

への還元はしていな

い。 

 

3．進捗状況を分析し

ているが、対応方針

等の見直しは行って

いない。  

 

2．進捗管理のための

実績値の把握にとど

まっている。 

 

1．行っていない。 
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Q24 事業支援に関する組織内の

研修等は実務に役立っている

か

5．実務に役立つ内容

であり、実際に実務

に活かしている。

4．実務で役立つ内容

だが、活かす機会が

ない。

3．事業支援の意識を

高める効果は感じて

いる。

2．研修等が実施され

ているが、実務では

役立っていない。

1．研修等の機会がな

い。
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